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博士論文審査： 
 学生から提出された博士論文について,公開発表会が２月１６日に行われ,審査委員と学生の間
で質疑応答が繰り返しなされ, 北海道東部太平洋海域における水塊変動過程研究に大きく貢献する
ものとして高い評価を得、博士論文としての質を十分に確保しているとの結論に至った． 
 北海道東部太平洋海域(道東海域）には沖合域に親潮水(OW)が分布する一方,陸棚域では,冬～
春には低温低塩分の沿岸親潮水(COW),夏～秋には高温高塩分の宗谷暖流変質水（M-SWCW）が分布す
る．それら指標水塊の出現時期や空間分布,その消長・変質過程には不明な点が多い．また,陸棚域
は底曳網の操業など漁業活動が活発で流速計の敷設が困難なことから,直接測流はこれまで殆ど例
がなく,流れ場の実態はいまだ不明である．本論文ではこの点に着目し,道東海域での水塊分布と流
れ場の変動過程を明らかにすることを目的とした．第 1章では，序章として,上記のように道東海
域における水塊と流れ場に関するレビューを行うとともに，本研究の研究目的と本論の構成を述
べた．第 2章では,道東海域で作成した海洋物理場の気候値から,上記指標水塊分布が顕著な季
節変動を示すことを明らかにし,その要因として,陸棚域外からの高塩分水供給や,十勝川を
はじめとする陸からの河川水の影響があることを示した．夏場に発達する岸沿いの沿岸密度
流の消長には,海面冷却による表層混合層の発達が係わっていることを示した．第 3 章では,海
底設置型 ADCP の直接測流データと,設置点近傍の A01 の CTD データを解析し,流れ場の構造の時間変
動と,水塊分布との関係を調べた．夏～秋は,7～8 月頃に水温・塩分の急上昇とともに強い傾圧流がみら
れ,岸-沖間の密度勾配が M-SWCW の流入により岸側に低密度の水塊が堆積し,陸棚域が沖側と比べて相
対的に低密度になり,大きくなったためであることを示した．この傾圧流は,表層混合層の発達と,オホ
ーツク海からも宗谷暖流の流入が弱まるために衰退し,冬～春は,12～1 月頃に COW よりやや高温
な沿岸親潮前駆水（F-COW）の流入と同時に強い順圧流が支配的になることを示した．第 4 章では,船
底式 ADCP による直接測流と CTD による水温・塩分データから沿岸親潮流量(CO 流量）を見積もると
ともに,その流量変動が陸棚域の海洋構造に及ぼす影響を調べた．CO 流量は季節変動を示し,極大にな
る時期と COW の分布域が極大になる時期は一致しないことがわかった．この流量減少に伴い,CO の傾
圧ジェットを伴う密度フロントが沖から岸へ移動することで,相対的に高塩分な OW が沖合域から陸棚
域へ流入し,陸棚域下層を中心に高塩分化が起こると考えられた．第 5 章では,第 2～4 章の結果をま
とめつつ,本研究の結論について模式図を用いて説明した．この模式図はこれまでに空白となって
いた時期の水塊分布の消長を明瞭に示すものであり, 海洋学研究分野における学術的意義，新規
性，独創性及び応用的価値を有しており，博士の学位に値することを審査員一同確認した．  
 
最終試験の結果要旨： 
 最終試験は，審査委員一同出席の下，平成 28年 2 月 16 日に行われた．学術論文は 2編が第一者
として公表済み（日下彰他, 海の研究, 2009;Kusaka, A. et al., J. Oceanogr., 2013）である．
この他，第 1 著者として受理済みの査読有の論文が 1 編あること，社会人入学者であることからす
でに日本海洋学会,水産海洋学会において数十回以上発表していることを確認した．論文の内容，およ
び発表における受け答えから判断して，研究計画の立案，調査，解析方法を十分に身につけている
と認められる．合同セミナーの出席時間も要件を満たしていることを確認した．公表論文 1編は英
語で書かれており，さらに国際会議において英語で発表しており，英語の学力については問題ない
と判断した．論文内容について最終確認のための質疑応答を行い，その内容は十分であった．一方，
専門知識については公開発表会（2月 16 日）の質疑応答時や受理審査時でのディスカッションを含
め十分であると審査委員一同確認した．以上から，学生について博士論文審査，最終試験とも合格
と判定した． 
 
